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平成２２年度 学校経営計画(年度末評価) 〈２／１５現在〉 広島市立中野東小学校

学校教育目標 （めざす子ども像）
人間尊重の精神に満ち よく考えて たくましく実践する 心情豊かな子どもの育成 ひ ろい心で助け合う子ども が んばり強く元気な子ども

し ごとを進んでする子ども

目指す学校像（ビジョン）
（１） 個に応ずる指導を通して、基礎学力の定着を図る学校 （２） 体験活動等を重視した豊かな心を育てる学校
（３） 健康に目を向け、より豊かな生活を希求する子を育てる学校 （４） 保護者・地域に信頼される学校

評価指標・評価基準領
域 努力指標 成果指標中期経営目標 短期経営目標 具体的方策

全学級が計画通り、 家庭学習の時間が増えた児童が７０％以上
定期的に、年３回

（ ） （ ）
家庭学習の習慣 （６・９・１１月）本校 ④ ４

｢家庭学習ふりかえりカード｣を実施した。 ※児童 保護者 アンケート カードand
化が定着しておら 独自の「家庭学習ふり

９０％以上の学級が計画通り、 家庭学習の時間が増えた児童が６０％以上
ず、また学力調査 かえりカード」を作成・

（ ） （ ）
基 においては、基礎 活用することにより、 ３ ③

｢家庭学習ふりかえりカード｣を実施した。 ※児童 保護者 アンケート カードand
・基本の定着が十 保護者との連携を進

７０％以上の学級が計画通り、 家庭学習の時間が増えた児童が５０％以上
礎 授業展開の 分図れていないこ め、家庭学習の習慣化

（ ） （ ）
工夫・改善を とから、家庭学習 を図る。 ２ ２

｢家庭学習ふりかえりカード｣を実施した。 ※児童 保護者 アンケート カードand
し、分かりや の習慣化を促しな学

７０％未満の学級が計画通り、 家庭学習の時間が増えた児童が５０％未満
すく意欲のわ がら、基礎学力の ※ 年３回→１回

（ ） （ ）
力 く授業づくり 向上を図る。 につき２週間継続 １ １

｢家庭学習ふりかえりカード｣を実施した。 ※児童 保護者 アンケート カードand
を行うととも また、本校の研 して実施する。

人の前で話す力が伸びてきたと思う児童がの に、基礎・基 究主題と関連させ、
全学級が計画通り 「お話タイム（スピーチ、

④ ４ ７０％以上本の確実な定 表現力（話す力） ｢お話タイム（スピ タイム」を実施した。
※児童アンケート （教師の評価）向 着を図る。 を育成する取り組 ーチタイム）｣を計画

人の前で話す力が伸びてきたと思う児童がみを日々計画的に 的に実施し 表現力 話、 （
９０％以上の学級が計画通り 「お話タイム、

３ ③ ６０％以上上 行う。 す力）を育成する。
（スピーチタイム 」を実施した。）

※児童アンケート （教師の評価）
※ お話タイム（スピ 人の前で話す力が伸びてきたと思う児童が※｢ほことりタイ ７０％以上の学級が計画通り 「お話タイム、
ーチタイム） ２ ２ ５０％以上ム｣｢読書タイム｣は （スピーチタイム 」を実施した。）
→各学級で週当 ※児童アンケート （教師の評価）これまで通り、計
たり４／５回の 人の前で話す力が伸びてきたと思う児童が画的に実施する。

７０％未満の学級が計画通り 「お話タイム、
ペースで行う。 １ １ ５０％未満

（スピーチタイム 」を実施した。）
※児童アンケート （教師の評価）
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評価指標・評価基準領
域 努力指標 成果指標中期経営目標 短期経営目標 具体的方策

全学級が計画通り、｢あいさつ当番｣を作り、 進んであいさつをする児童が８０％以上
目標を立てて取り組んだ。 ※生活チェックカード

④ ４

９０％以上の学級が計画通り ｢あいさつ当番｣ 進んであいさつをする児童が７０％以上、
を作り、目標を立てて取り組んだ。 ※生活チェックカード

３ ３
あいさつ運動に毎月

７０％以上の学級が計画通り ｢あいさつ当番｣ 進んであいさつをする児童が６０％以上取り組む。 、
を作り、目標を立てて取り組んだ。 ※生活チェックカード２ ２

７０％未満の学級が計画通り ｢あいさつ当番｣ 進んであいさつをする児童が６０％未満
豊

、
を作り、目標を立てて取り組んだ。 ※生活チェックカード

あいさつやそう １ ①
じの仕方に課題がか

計画通り、年９回縦割りグループで外遊びを 東っ子タイムで楽しく遊ぶことができたとある。自主的にあ

実施した （雨天の場合は除く ） 感じる児童が８０％以上 ※児童アンケート
な 社会性や道 いさつやそうじが ④ ４

。 。
徳性を育み、 できる児童を育成 縦割りグループで毎

年８回 縦割りグループで外遊びを実施した 東っ子タイムで楽しく遊ぶことができたと
心 豊かな心の育 する。 月１回（年９回）外遊

、 。
（雨天の場合は除く ） 感じる児童が７０％以上 ※児童アンケート

成を図る。 また、縦割りグ び（東っ子タイム）を ３ ３
。

ループでの活動を 行う。の

年７回 縦割りグループで外遊びを実施した 東っ子タイムで楽しく遊ぶことができたと
仕組み、望ましい

、 。
（雨天の場合は除く ） 感じる児童が６０％以上 ※児童アンケート育 人間関係づくりを ※ 体力の向上と ２ ②。

リンク図る。

年６回 縦割りグループで外遊びを実施した 東っ子タイムで楽しく遊ぶことができたと
成

、 。
（雨天の場合は除く ） 感じる児童が６０％未満 ※児童アンケート

１ １
。

全学級の担任が、そうじ場所に応じた 時間いっぱい進んでそうじをする児童が
指導を毎日行った。 ８０％以上 ※生活チェックカード

④ ４

９０％以上の学級の担任が、そうじ場所に 時間いっぱい進んでそうじをする児童が
そうじの仕方を明確

応じた指導を毎日行った。 ７０％以上 ※生活チェックカード
にして、生活チェック ３ ３
カードで振り返りをさ

７０％以上の学級の担任が、そうじ場所に 時間いっぱい進んでそうじをする児童が
せながら、進める。

応じた指導を毎日行った。 ６０％以上 ※生活チェックカード
２ ２

７０％未満の学級の担任が、そうじ場所に 時間いっぱい進んでそうじをする児童が
応じた指導を毎日行った。 ６０％未満 ※生活チェックカード１ ①

↓
※｢生活チェックカード｣→チェックカードの◎が週３つ以上の児童の割合で集計する。
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評価指標・評価基準領
域 努力指標 成果指標中期経営目標 短期経営目標 具体的方策

健康的な生活を送るように意識付いた児童が
児童の生活状況を把

８０％以上 ※健康チェックカード
握（健康チェックカー ④ 全学級が課題に応じた指導を継続的に行った ４。
ド）し、保護者にも知

９０％以上の学級が課題に応じた指導を 健康的な生活を送るように意識付いた児童が
らせ、課題に応じた

継続的に行った。 ７０％以上 ※健康チェックカード
指導を継続的に行う。 ３ ③

７０％以上の学級が課題に応じた指導を 健康的な生活を送るように意識付いた児童が
※ ｢継続的｣→

継続的に行った。 ６０％以上 ※健康チェックカード
健康チェックカード ２ ２

は４・９・２月に実施

７０％未満の学級が課題に応じた指導を 健康的な生活を送るように意識付いた児童が
体 するため 「継続的な、

継続的に行った。 ６０％未満 ※健康チェックカード
基本的生活習慣 指導」とは、年間３回 １ １

の定着や、外遊び 以上の指導とする。

全学級が課題に対して、継続的に体育の授業 １月または２月の測定値が６月の測定値より
力 基本的生活 への積極的な参加

（準備運動等）の中で取り組んだ。 伸びた児童が８０％以上
習慣の定着を が課題であること 運動能力調査結果に ４ ４
図り、児童の から、自分の生活 基づいて課題を明らか

９０％以上の学級が課題に対して、継続的に １月または２月の測定値が６月の測定値よりの 健康・体力つ を振り返らせたり にし、教科体育の準備、

体育の授業 準備運動等 の中で取り組んだ 伸びた児童が７０％以上
くりを推進す 継続的な運動を促 運動等の中で継続的に ③ ３

（ ） 。
る。 したりしたりする 取り組む。

７０％以上の学級が課題に対して、継続的に １月または２月の測定値が６月の測定値より
向 ことにより、生活

体育の授業 準備運動等 の中で取り組んだ 伸びた児童が６０％以上
習慣の確立や体力 ※ ｢継続的｣→ ２ ２

（ ） 。
の向上を推進する 週に１回以上の。

７０％未満の学級が課題に対して、継続的に １月または２月の測定値が６月の測定値より
上 ペース

体育の授業 準備運動等 の中で取り組んだ 伸びた児童が６０％未満
１ ①

（ ） 。

よく外遊びをしている（した）と答える外遊びを奨励し、運
全学級が外遊びを奨励し、運動の習慣づけを

児童が８０％以上動の習慣づけを行い、
４ 行った。 ４

※児童アンケート 健康チェックカード体力の向上を図る。 ※主にクラス遊びを評価 or
※ ｢外遊びを奨励｣

よく外遊びをしている（した）と答える○ 週１回以上の ９０％以上の学級が外遊びを奨励し、運動の
３ ３ 児童が７０％以上クラス遊び 習慣づけを行った。

※児童アンケート 健康チェックカード○ 長縄跳び大会の
※主にクラス遊びを評価 or

よく外遊びをしている（した）と答える実施
７０％以上の学級が外遊びを奨励し、運動の

児童が６０％以上※（○月１回の縦割 ② 習慣づけを行った。 ②
※児童アンケート 健康チェックカードり班での外遊び→ ※主にクラス遊びを評価 or

豊かな心の育成と
よく外遊びをしている（した）と答えるリンク→評価は心 １ ７０％未満の学級が外遊びを奨励し、運動の

１ 児童が６０％未満の育成で行う ）。 習慣づけを行った。
※児童アンケート 健康チェックカード※主にクラス遊びを評価 or
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評価指標・評価基準領
域 努力指標 成果指標中期経営目標 短期経営目標 具体的方策

外部人材を活用した学習は、楽しく学習地域には、保護 ④ ④外部人材（保護者を含む）を年間延べ
できた思う児童が８０％以上者も含め、ボラン １３０人以上活用する。
※児童アンケート信 学校におけ ティア意識の高い 外部人材（保護者含

る教育活動の 方がいる。こうし む）の積極的活用を行
情報を積極的 た方を含め、広く い、学習活動等に生か頼

す。に発信し、ま 外部人材を積極的
外部人材を活用した学習は、楽しく学習さ た保護者・地 に活用することが

３ ３
外部人材（保護者を含む）を年間延べ

できた思う児童が７０％以上域等の力を生 教育活動の活性化 １２０人以上活用する。
※児童アンケートれ かした学習の にとって必要であ （※学校だより、学年

だより、保健だより、充実を図り、 り、そのことが信
給食だより等はこれまる 保護者・地域 頼される学校づく
で通り、計画的に保護に信頼される りにつながってい

外部人材を活用した学習は、楽しく学習学 学校づくりを くと考える。 者等に配付する ） 外部人材（保護者を含む）を年間延べ。
２ ２ できた思う児童が６０％以上推進する。 これら外部人材 １１０人以上活用する。

※児童アンケート校 を積極的に学習活
動等に活用しなが
ら、地域に根ざし
た開かれた学校づ

外部人材を活用した学習は、楽しく学習くりを進める。
１ １

外部人材（保護者を含む）を年間延べ
できた思う児童が６０％未満

１００人以上活用する。
※児童アンケート

※２／１５現在で１９５人


